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共通工

概要説明書

分類２ 分類３ 分類４

申請者

開発者
会社名

〒828-0021福岡県豊前市八屋21017

評価結果登録年月日 登録番号

・従来、急勾配法面の緑化において植生基盤の安定のため現場吹付法枠工の枠内に
植生基材吹付工を実施していた。
・本工法は、現場吹付法枠工に変えて袋状のマット内に植生基盤を注入することで長期
的に安定した植生基盤の造成をするものである。

1702013B

有限会社　古河産業

新技術の名称

副　題

フォレストエコマット工法

有限会社　エコ・プロ

のり面表層崩壊抑制機能を有する客土注入マット工法

H30.3.26基準適合

問合せ先
会社名

担当部署

2002.10

申請概要

会社名

住　所

工種区分（レベル１、2まで記入）

〒379-2301群馬県太田市薮塚町391住　所

住　所

ホームページＵＲＬ

営業

従来技術と比べ
優れている点

NETISへの
登録状況

担当者

キーワード
（複数選択可）

Fax

技術

分　類

区　分

分類１

法面工 厚層基材吹付工植生工

新技術・新工法の分類

http://www.ecopro.ecnet.jp/

有限会社　エコ・プロ

奥田　芳雄

828-0021　福岡県豊前市八屋2101-7

0979-84-1555

0979-84-1560

ecopro@bridge.ocn.ne.jpE-mail

0277-78-6958

Fax

Tel

syouj_furukawa@cd.wakwak.com

会社名

Tel

担当者

http://www.eco-mat.jp/

E-mail

有限会社　古河産業

ホームページＵＲＬ

担当部署

古川　大二郎

379-2301群馬県太田市薮塚町391

0277-78-5858

住　所

環境保全

品質の向上

地球環境への影響抑制

工法 材料 機械 製品 その他

NETIS登録している

作業環境の向上

工期短縮 施工性向上経済性・生産性の向上

その他

施工精度の向上

省資源・省エネルギー

伝統・歴史・文化

耐久性の向上 安全性の向上

建設副産物の排出抑制
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新技術の概要　※検索結果に表示する技術の概要です（全角120文字以内）

新技術の概要

①何について何をする技術か？

②従来はどのような技術で対応していたか？

③公共工事のどこに適用できるか？

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）

適用条件

①自然条件

②現場条件

③技術提供可能地域

④関係法令等

※の欄は、記入の必要がありません。

特に無し

客土注入機械・材料の搬入のため、４ｔユニック車の通路の確保が必要。ただし、上記のスペースが確
保できない場合は、小型車両が通行可能な通路を確保すれば小型機械で施工可能。

強風、強雨時の施工は避ける。

・耐浸食性に優れる長期的に安定した植生基盤が造成できる。
・マットに高強度の繊維を使用していることから表層崩壊を防止できる。

切土・盛土法面工事、急傾斜地崩壊対策工事、砂防工事、治山工事、災害復旧工事、自然保護地区の
緑化工事、建物の屋上緑化工事

技術提供地域については制限無し

・従来はコンクリート材料を用いていたが、本工法は強度の高い生分解繊維を用いた。
・従来技術では植生基盤材が飛散・流出してしまうのに対し、本工法は基盤材の飛散・流出が防止がで
きた。

マットが柔構造であることから、凍上により浮き上がる破損はない。補修はアンカーの再打設するのみで
よい。　風雨による植生基盤材の飛散・流出が防止できる。

・法面の浸食・表層崩壊抑制機能を有する客土注入マットによる法面緑化工法
・鹿等の獣の食害および踏み荒しによる植生不良となった法面の植生を回復する法面緑化工法
・袋状マットに土壌を注入し、これを屋上に敷設することで植生基盤を造成する工法

・法枠工・簡易法枠工の構造物と植生基材吹付工を兼用し法面を緑化
・鹿等の大型動物の踏圧に耐えれる植生基材はないため、電気柵等で立入防止対策を実施
・土壌を敷き屋上を緑化

新技術の名称 フォレストエコマット工法 1702013B

本工法は、浸食や表層崩壊を抑制し植生が定着しにくい法面を緑化する客土注入マット工法である。従
来法枠工と植生基材吹付工の兼用で緑化をしていたが、客土注入マットにより表層安定を確保し自然
復元を図る。基盤が流出しないので屋上緑化にも最適である。
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※登録№

適用範囲

①適用可能な範囲　（公共工事への適用性は必ず記入する。）

②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲

ニーズへの対応

①社会的ニーズへの対応

②県土整備部発注工事への対応（道路、河川、ダム、港湾、海岸、砂防、地すべり、急傾斜地に関する事業）

留意事項

①設計時

②施工時

③維持管理時

④その他

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 フォレストエコマット工法 1702013B

道路法面・切土法面・盛土法面・砂防法面・急傾斜地法面に対応可能

近年ゲリラ豪雨や局所的に大雨が降り、それにともない斜面が浸食され、崩壊するケースが見受けら
る。豪雨でも浸食防止効果が高く、表層崩壊を防止出来る工法。

・連続するオーバーハングを有する法面。
・強酸性土壌からなる法面に使用する場合は別途検討が必要。

・岩盤法面のように、土壌が無く植生基盤の安定や保水性の確保が困難となる法面の緑化。
・シラス・マサ土・砂質土の様に流化水による浸食を受けやすい法面の緑化。
・基盤材保護のための早期緑化が不要→飛来種による緑化。
・凍上により現場吹付法枠等の破損が予測される法面の緑化。
・災害発生後の早期に復旧が必要な崩壊斜面。

斜面勾配１：０．３以下　圧送距離１００ｍ　圧送直高４５ｍ　１：０．６より急な斜面は、乾燥等の影響を
受けやすいので法面基盤条件・周辺環境を調査してマット厚を決定する。
最大斜面勾配１：０．３（実績より）　最大圧送距離　下り勾配で２００ｍ（実績より）　最大圧送高４５ｍ
（実績より）

・特に無し。

・特に凍上によるマットの浮き上がりが発生すると予測される地域においては融雪後点検し、浮き上が
りがある場合はアンカーを再打設し補修する。

・流化水がマット裏に廻り込み基盤面を浸食されないように、法肩部に巻き込みを設けるものとする。
・法面に湧水がある場合は、別途湧水処理工を検討する。

・表層崩壊を目的とする場合は、法面の土質，勾配，崩壊機構の調査を実施し安定性の検討を実施
する。
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※登録№

施工単価 2 (歩掛り種別) 4

施工方法

残された課題と今後の開発計画

①課題

②計画

施工実績 1

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 フォレストエコマット工法 1702013B

　他の公共機関が発注した工事

・設置後のマットは、縦方向については幅１．８ｍの１枚の布であるので連結した状態であるが、横方向
については両隣のマットの重ね合わせ部をアンカーで固定しているので連結された状態ではない。
・このことから、現況においてはマットで抑止できるすべりの規模を幅１．８ｍ以内の１．５ｍとしている。

①準備工
②法面整正・法面清掃：施工の支障となるような法面の雑木、浮石、崩土を除去する。
③アンカー位置だし：施工区分の区割りをスプレー等で暗示しアンカー打設位置をスケール、水糸を用
いてマーキングする。
④アンカー打設：アンカーピンを２～３ｃｍほど残し打ち込む。
⑤マット敷設：予め打設したアンカーにマットを通して法面に設置し、アンカーの頭部を打ち込みマットを
地山に固定する。
⑥注入客土作成：先に水＋植生基盤＋肥料＋種子を注入機械に投入し撹拌、スラリー化させる。
⑦客土注入：マットの目合を広げてφ３２㎜のノズルを差し込み客土を圧入する。所定の厚さを確保した
後にノズルを抜き取り、次の区画に移り同じ手順で注入。
⑧後片付け

３ｃｍ　㎡／７，１５０円（標準）
５ｃｍ　㎡／８，５２０円（標準）
８cm　㎡／１１，３００円（標準）

・さらに大きな崩壊に対応するため、横方向の連結手法の開発を検討中。
・施工完了現場を定期的に追跡調査し植生基盤，法面表層の長期的な安定性および緑化性能を検証
する。

件

件

件　民間等が発注した工事

0

25

2

　福岡県が発注した工事

あり なし

歩掛りなし 歩掛りあり 標準 暫定 協会 自社
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※登録№

1

4

証明機関

制度名

番号

評価等年月日

証明等範囲

URL

○実験資料等

○積算資料等

○施工管理方法資料等

○出来形管理方法資料

○その他

※の欄は、記入の必要がありません。

添付資料

自社歩掛

・試験内容：フォレストエコマット工法の耐浸食性に関する確認試験（宮崎大学　工学部）

依頼者より提出された開発の主旨・開発目標に対して設定した確認方法（試験・調査）により確認した範囲とする。

2007.3.28

建設審証第１８０２号

新技術の名称 フォレストエコマット工法 1702013B

番　　号特許・実用新案

・道路土工-切土工・斜面安定工指針　Ｈ２１（社）日本道路協会
・のり面工緑化の手引き　Ｈ２６（一社）全国特定法面保護協会

特になし

自社　設計・施工マニュアル

自社　設計・施工マニュアル

参考資料

実用新案

他の機関による
評価・証明

特許第６０７２４７６号特　許

財団法人　都市緑化技術開発機構

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし
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概要図、写真等

※の欄は、記入の必要がありません。

新技術の名称 フォレストエコマット工法 1702013B
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施工実績一覧

※の欄は、記入の必要がありません。

近畿中国森林
管理局

区分 地域機関名

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

北陸地方整備
局

新技術の名称 フォレストエコマット工法 1702013B

施工時期 工　事　名発注者 CORINS登録No.

2014.12

檜倉沢第５砂防堰堤工事

2015.02

県営林道第１　3060-01分0001号
波留相津線波留側開設工事

追分国有林復旧治山工事

2015.02

美鹿の台３緑地法面復旧工事生駒市役所

湯沢砂防事務
所

2013.08

2015.12

醍醐山道路新設工事

奈良県生駒市
役所

2014.12 段戸（登川）復旧治山工事
中部森林管理

局
愛知森林管理
事務所

京都大阪森林
管理事務所

京都大阪森林
管理事務所

近畿中国森林
管理局

2015.02 歓喜山復旧治山工事

滋賀県森林管
理事務署

宮崎河川国道
事務所

三重県松坂農
林事務y所

九州地方整備
局

近畿中国森林
管理局

九州地方整備
局

九州地方整備
局

宮崎河川国道
事務所

2017.06 馬屋ヶ尻地区外道路防災工事

立野ダム工事
事務所

松坂農林事務
所

2016.12 立野ダム震災復興工事

倉元地区道路防災工事2017.06


